
主 な 内 容

Ｐ２ 子育て応援します Ｐ６ 教育委員会

Ｐ３ 介護保険 Ｐ９ 保健センター

Ｐ４ みんなの広場 Ｐ10 ごみ収集日
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◆申し込み
・利用希望者は事前に会員として入会し､ 登録の手続きが必要となります｡

申し込み・問い合わせ＝福祉課 �内線���
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(保護者に代わって子どもの世話のできる方)

◆内 容
次のような時に､ 保護者に代わってサポー
ト会員が世話をします｡
①保護者が病気やけが､ 入院などのため､
一時的に子どもの世話ができないとき｡
②冠婚葬祭などで､ 子どもを連れて行け
ないとき｡
③学校行事､ 研修会などで､ 子どもを連
れて行けないとき｡
④産前産後の妊産婦で､ 年上の子どもの
世話ができないとき｡
⑤その他､ 子育てサポート活動が必要と
認められるとき｡

◆対 象
・乳幼児～小学３年生まで
◆提供場所
・保育園・児童館・子育て支援センター
・利用会員の自宅・サポ－ト会員の自宅
・その他
◆利用者負担 (１人分)

区分 時 間 利 用 料

平

日

午前８時～午後５時 １時間当たり 700円

上記以外 〃 800円

土日
祭日

午前８時～午後５時 １時間当たり 900円

上記以外 〃 1,000円

★資格 (免許)
・保育士､ 幼稚園教諭､ 小中学校教諭､
看護士､ 助産婦
※車の運転のできる方
※子育て支援に熱意のある方

★時 給
・１時間 ���円～�,���円

(上記利用者負担表を参照)

★サポ－ト対象児と内容
・乳幼児～小学３年生までの子どもの世話｡
・産前産後の妊産婦の手伝いなど｡
★申し込み
・市で定められた申請書を福祉課へ提出､
登録する｡

※申込用紙は､ 福祉課､ 各コミュニティー
センター・保育園にあります｡

安心して子どもを生み､ 健やかに育てることができる環境づくりの実現を図るため

育児の相互援助活動の一環として､ 『コミュニティママ子育てサポ－ト事業』 を４月１日

より行います｡



わたしたちの介護保険⑩
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◆介護保険料の納め方

◆介護保険料の決め方
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��
介護保険は加入者が保険料を出し合い､ 介護が必要になった時に､ 必要な介護サービスを受け
る制度です｡ 今回は､

瑞浪市の国民健康保険に加入しておられる
40歳～64歳までの方 (第２号被保険者) の介護保険料
について説明します｡

・平成12年４月から､ 国民健康保険料と一括して世帯主の方に納めていただきます｡
・介護保険料は､ 介護保険の資格ができた月の分から納めることになります｡
(例えば､ 誕生日が１日の方は誕生月の前月分 (前月末日で40歳達成)から納め､
１日以外の方は誕生月の分から納めることになります)

社会保険診療報酬支払基金から､ 瑞浪市国民健康保険あてに､ 加入している第２号
被保険者の人数に応じて算定された介護納付金の額が通知されます｡

割り当てられた負担額のうち､ 国の負担分 (２分の１) を除いた､ 残りを瑞浪市
国民健康保険が負担します｡

次の計算方法により介護保険料が決められます｡
・所得割額：第２号被保険者の所得に応じて計算
・資産割額：第２号被保険者の固定資産税額に応じて計算
・均等割額：第２号被保険者数に応じて計算
・平等割額：第２号被保険者のいる世帯 １世帯当たりで計算

保険料は介護保険を支える大切な財源です｡ 忘れず期限までに
納めましょう｡

４月からの介護サービスの開始に向け､ 瑞浪市では居宅介護支援事業者 (11事業
者) により､ 本人や家族の希望を取り入れた､ 居宅介護サービス計画の作成が行わ
れています｡
介護保険開始まであとわずかと迫ってきました｡
介護サービスを受けるためには､ 居宅介護サービス計画の作成が必要です｡
まだ居宅介護サービス計画の作成を依頼されていない方は､ 早急に介護保険室ま

でご連絡ください｡
問い合わせ＝介護保険室 �内線���・���

平成12年２月15日



４

渡辺 優
ゆう

花
か

さん 林 愛
あ

紗
さ

美
み

さん
(３歳) 上野町 (３歳) 小田町

－宮前児童館－

▲堀部修さんと夫人の節子さん

▲西尾美知男さんと夫人の智子さん

第45回

▲介護用ベッドを寄付する瑞浪高校生徒
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交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄
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章章章章章章章章章章章章章章章章｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢｢

緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑緑
十十十十十十十十十十十十十十十十
字字字字字字字字字字字字字字字字
銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀銀
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受受受受受受受受受受受受受受受受
章章章章章章章章章章章章章章章章

炭焼き体験者募集中
里山の自然を愛する方へ､ 稲津町では､ 広く

｢炭焼き体験者｣ を募集しています｡
原木の伐採から窯焼きまでの全行程を､ 無料

で体験できます｡ できた炭は自分で持ち帰れます｡
◎問い合わせ＝明日の稲津を築くまちづくり推進協
議会�68-3201 小里消費生活協同組合�68-3207

善

意

◆
級
別
テ
ス
ト

◆
期
日
＝
３
月
５
日�◆

場
所
＝
伊
那
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

市
民
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
会

▼
株
式
会
社
東
濃
新
報
社

(

代
表
取
締

役
野
村
幸
次)

様
＝
八
万
円
、
教
育

振
興
へ

▼
東
濃
地
区
社
会
福
祉
事
業
協
力
会

(

会
長
常
務
理
事
山
田
太
郎)

様
＝

五
十
万
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
勝
股
重
信
様
＝
百
万
円
、
社
会
福
祉

事
業
へ

▼
岐
阜
県
高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
連
盟

(

会
長
校
瑞
浪
高
等
学
校)

様
＝

ベ
ル
マ
ー
ク
収
集
活
動
に
よ
り
購
入

し
た
介
護
用
ベ
ッ
ド
一
台
を｢

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
陶
宅
老
所
い
ち
に
の
さ
ん｣

へ

◆
種
目
＝
大
回
転
競
技

(

小
中
学
生
の

部
な
ど
６
部)

＊
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
地
区

体
協
支
部

(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー)

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

市
民
大
会
終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

バ
ッ
ジ
テ
ス
ト

(

瑞
浪
市
ス
キ
ー
協

会
主
催)

を
行
い
ま
す
。
受
付
は
当

日
現
地
に
て
。
み
な
さ
ん
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

１
月
13
日
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
、
第

40
回
交
通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

(

全

日
本
交
通
安
全
協
会
主
催)

で
、
交
通
安

全
の
た
め
献
身
的
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な

功
績
の
あ
っ
た
功
労
者
と
し
て
一
色
町
の

堀
部
修
さ
ん

(

72)
が
、
運
転
手
と
し
て

三
十
年
以
上
に
わ
た
り
無
事
故
運
転
を

続
け
て
い
る
優
良
運
転
者
と
し
て
、
明

賀
台
の
西
尾
美
知
男
さ
ん

(

49)

が
、

警
察
庁
長
官
よ
り
表
彰
さ
れ
、
緑
十
字

銀
賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

堀
部
さ
ん
は

｢

個
人
が
表
彰
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
交
通
安
全
協
会
瑞
浪
支

部
や
市
交
通
対
策
協
議
会
な
ど
多
く
の

皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
ま
す｣

と
語
り
、
西
尾
さ
ん
は

｢

今

大
会
の
表
彰
者
中
最
年
少
と
し
て
栄
誉

を
受
け
、
た
い
へ
ん
恐
縮
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
一
層
安
全
運
転
に
心
掛
け
ま
す｣

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
夫
人
方
に
も
、
多
年
に
わ
た

る
並
々
な
ら
ぬ
内
助
の
功
に
対
し
、
交

通
安
全
協
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。



５

炭炭焼焼きき体体験験

�������
３月12日�～４月16日�

▲太閤秀吉

瑞浪陶磁資料館

釜中屋内運動場使用開始

�	
��
�������������

瑞浪市長寿クラブ連合会

余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余 技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技 作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作 品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品品 展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展
◎展示＝３月４日�・５日�

９時～17時 ９時～15時
◎即売コーナー＝５日12時～15時
◎会場＝文化会館 ���-����
日頃の学習成果と､ 特技を生かした作品を
展示します｡＊問い合わせ＝福祉課�内線101 みなさんの家で眠っている

『土びな』 をご寄贈ください｡
郷土資料として展示､ 永く保存
いたします｡
※連絡先 陶磁資料館�67-2506
または各コミュニティーセンターへ

２
月
３
日
、
建
設
省
小
里
川
ダ
ム
工

事
事
務
所
の
鹿
児
島
副
所
長
ほ
か
職
員

11
人
が
、
稲
津
町
小
里
の

『

カ
ッ
コ
ー

の
森』
を
訪
れ
、
炭
焼
き
の
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
小
里
消
費
生
活
協
同
組

合(

伊
藤
則
夫
組
合
長)

の
窯
を
借
り
、

組
合
員
の
指
導
を
受
け
て
、
原
木
の
伐

採
、
窯
詰
め
、
火
入
等
、
熱
心
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

炭
焼
き
は
、
工
事
で
出
る
間
伐
材
や

ダ
ム
の
流
木
の
再
資
源
化
を
図
る
た
め

に
行
う
も
の
で
、
今
回
出
来
あ
が
っ
た

炭
は
、
小
里
川
ダ
ム
に
注
ぎ
込
む
猿
爪

川
の
浄
化
施
設
の
ろ
過
材
と
し
て
試
験

使
用
す
る
予
定
で
す
。

釜
戸
中
学
校
の
屋
内
運
動
場

が
ほ
ぼ
完
成
し
、
１
月
20
日
新

し
い
建
物
で
初
め
て
の
全
校
行

事
と
し
て

｢

生
徒
集
会｣

が
開

催
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
体
工
事
約
三
億
三
千
万
円
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
木
造
、

総
面
積
一
、三
四
四
㎡
の
体
育

館
は
、
新
校
舎(

平
成
10
年)

の

西
側
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

地
域
の
方
々
を
招
待
し
た
生

徒
集
会
で
は
、
手
話
や
合
唱
、

選
択
科
目
で
学
ん
だ
成
果
が
発

表
さ
れ
、
恵
那
郡
よ
り
招
い
た

串
原
中
学
生
に
よ
る
勇
壮
な
中

山
太
鼓

(

県
重
要
文
化
財)

も

特
別
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
竣
工
式
は
３
月
21
日

�
に
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

１
月
12
〜
15
日
、
沖
縄
県
で

開
催
さ
れ
た
、
第
12
回
日
本
シ

ニ
ア
テ
ニ
ス
全
国
大
会

(

主
催

日
本
シ
ニ
ア
テ
ニ
ス
連
盟
、
参

加
四
〇
六
人)

｢

女
子
50
才
以

上
の
部｣

で
、
山
田
町
の
松
井

文
子
さ
ん

(

51)

と
瀬
戸
市
の

加
藤
信
子
さ
ん
の
ペ
ア
が
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

松
井
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に

も
数
々
の
全
国
大
会
に
出
場
、

97
年
の
第
19
回
朝
日
レ
デ
ィ
ー

ス
テ
ニ
ス
全
国
決
勝
大
会
で
は
、

ベ
ス
ト
８
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。

地
元
で
は
体
育
指
導
委
員
と

し
て
、
ス
キ
ー
や
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

な
ど
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
指
導

に
あ
た
っ
て
い
る
松
井
さ
ん
は
、

｢

今
後
と
も
生
涯
一
人
１
ス
ポ
ー

ツ
の
確
立
と
食
生
活
の
改
善
を
平

行
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

な
お
個
人
と
し
て
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
出
場
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
ま

す｣

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

平成12年２月15日
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
⑦
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平
成
12
年
度

生涯学習施設 ３月の休館日

みみみみみみみ
ずずずずずずず
ななななななな
みみみみみみみ
マママママママ
イイイイイイイ･･･････

フフフフフフフ
レレレレレレレ
ンンンンンンン
ドドドドドドド
を
募
集
し
ま
す

総合文化センター ６日､ 13日､ 21日､ 22日､ 27日

市 民 図 書 館 ６日､13日､ 21日､ 22日､ 27日､ 31日

市 民 体 育 館 ７日､ 14日､ 21日､ 22日､ 28日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊
サイエンスワールド

６日､ 13日､ 21日､ 22日､ 27日

文 化 会 館 ２日､ ９日､ 16日､ 23日､ 30日

筆
こ
そわ

が
最
良
の
友

『

栄
町
書
道
ク
ラ
ブ』

代
表

中
島

智
加
子

こ
の
事
業
は
、
市
内
で
不
登
校
に
な
っ

て
い
る
小
中
学
生
の
家
庭
や
学
校
へ
出

向
き
、
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
子
ど
も
た

ち
の
自
立
と
健
全
育
成
を
援
助
す
る
も

の
で
す
。

昨
今
、
全
国
的
に
不
登
校
や
保
健
室

登
校
の
子
ど
も
が
増
加
し
、
大
き
な
教

育
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

瑞
浪
市
に
お
い
て
も
少
し
ず
つ
で
す

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
や
学
校
の

悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

当
市
に
お
け
る
不
登
校
に
よ
る
30
日

以
上
の
長
期
欠
席
者
、
小
学
生
11
人
、

中
学
生
32
人
、
平
成
11
年
５
月
調
査)

教
育
委
員
会
と
し
て
も
こ
の
問
題
を

深
刻
に
受
け
止
め
、
不
登
校
の
子
ど
も

や
家
庭
・
学
校
に
対
す
る
援
助
の
一
環

と
し
て
こ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

将
来
、
教
育
関
係
の
仕
事
を
希
望
さ

れ
る
方
、
不
登
校
な
ど
の
教
育
問
題
に

関
心
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
仕
事
の
内
容
＝
不
登
校
や
保
健
室
登

校
の
子
ど
も
の
家
庭
や
学
校
を
訪
問

(

一
日
に
四
時
間
程
度)

し
て
子
ど

も
の
相
手
を
す
る
。

▼
手
当
金
＝
一
日
五
千
円

▼
採
用
予
定
人
員
＝
若
干
名

▼
年
齢
お
よ
び
資
格
①
満
18
歳
以
上
40

歳
ま
で
の
方
②
健
康
か
つ
身
元
確
実

な
方
③
平
日
に
半
日
以
上
の
時
間
的

余
裕
が
あ
る
方
④
男
女
の
別
は
問
い

ま
せ
ん
が
男
性
の
応
募
を
期
待
し

ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
３
月
31
日�
ま
で

▼
選
考
＝
四
月
中
旬

(

詳
細
は
本
人
に

通
知)

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

教
育
委
員
会

学
校
教
育
課

�
内
線
＝
４
８
８

栄
町
書
道
ク
ラ
ブ
は
、
婦
人
会
活
動

の
一
環
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
九
月

に
ご
指
導
の
先
生
を
お
迎
え
し
、
部
員

二
十
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

練
習
は
栄
町
公
会
堂
で
毎
月
二
回
、

二
時
間
程
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
九
十

才
を
過
ぎ
て
な
お
元
気
旺
盛
な
塚
本
方

山
先
生
に
、
お
手
本
を
書
い
て
頂
き
ご

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
手
本
無
し
で

は
と
て
も
筆
を
運
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い

私
達
を
、
ど
ん
な
時
で
も
笑
顔
で
、
気

長
に
指
導
し
て
く
だ
さ
る
よ
き
先
生
の

お
か
げ
で
、
今
日
ま
で
学
習
し
続
け
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
部
員
一
同
心
か
ら
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。
十
年
ひ
と
昔
と
言

い
ま
す
が
、
学
習
を
始
め
て
も
う
三
十

一
年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
部
員
の

平
均
年
齢
も
七
十
歳
に
な
り
、
本
当
に

感
無
量
の
気
持
ち
で
す
。

書
き
上
げ
た
作
品
を
、
一
人
で
も
多

く
の
方
々
に
見
て
頂
き
、
い
ろ
い
ろ
ご

批
評
も
頂
き
た
い
と
思
い
、
毎
年
栄
町

婦
人
会
の
総
会
、
土
岐
地
区
婦
人
会
総

会
に
出
品
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
美
術
展
に
も
時
々
参
加
し

て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
す
こ
し
で
も
教
養
を
高
め

よ
う
と
、
一
宮
市
真
清
書
道
会
に
所
属

し
、
毎
月
競
書
に
出
品
さ
せ
て
頂
い
て

い
る
事
も
、
会
員
の
大
き
な
励
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
出
来
る
だ
け
多
く
の
書
に

接
し
、
色
々
な
事
を
学
ば
せ
て
頂
こ
う

と
常
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

今
は
会
員
も
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
と
な

り
、
墨
を
す
り
な
が
ら
お
互
い
の
健
康

を
思
い
や
っ
た
り
、
家
庭
で
の
出
来
事

等
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
の
も
、
楽
し

み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

書
を
通
し
て
得
た
数
々
の
宝
物
を
、

い
つ
ま
で
も
大
切
に
す
る
と
共
に
、
健

康
で
あ
る
限
り
筆
を
持
ち
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
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臨時休館のお知らせ
２月29日� 『整理休館日』
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

瑞浪
中

３月の移動図書館
こ ま ど り 号

��	
��巡回日 ステーション 時 間

�日� 小 里

萩 原

15:30～16:00

16:10～16:30

�日� 半 原

鶴 城

名 滝

15:30～15:50

16:00～16:20

16:30～16:50

10日� 日吉コミュニティーセンター

宿

月 吉

15:10～15:50

16:00～16:20

16:30～16:50

17日� 明 賀 台

新 山 田

15:20～15:50

16:00～16:20

18日� 薬 師

白 倉

細 久 手

深 沢

13:30～14:00

14:20～14:50

15:00～15:20

15:30～16:00

22日� 棚 田 山

羽 広

15:30～16:00

16:10～16:30

26日� 猿 爪

大 川

水 上

旭 町

サニーヒルズ

11:00～12:00

13:00～13:20

13:30～14:00

14:10～15:00

15:10～15:30
古
本
五
〇
〇
〇
冊
リ
サ
イ
ク
ル

〜
資
源
回
収�

古
本�

市
民�

�
�
�
�
�

〜

｢ひなまつり｣ のはじまり
三月上の巳の日に､ ｢ひとがた｣ にけがれ

を移し､ 自分の身がわりの ｢かたしろ｣ と
して流した行事と､ 平安の昔からの女の子
の雛あそびが､ 時代の流れの中で混り合い
結びついて､紙ひいな､立雛の形になりました｡
江戸時代になり泰平の世が続くと一般の

人々の生活も落ち着いてきます｡ 毎日の生
活の中にもゆとりができ､ 文化も生活の中
で大きな役割をもつようになりました｡
時代のうつりかわりの中で､ 雛あそびも

雛まつりの行事になり､ 女の節句となって
現在まで続いてきたのです｡

瑞
浪
中
学
校
の
生
徒
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆

さ
ん
が
昨
秋
、
資
源
回
収
で
集
め
た
古

本
を
２
月
５
日
・
６
日
、
市
民
図
書
館

で
希
望
者
に
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

今
回
で
三
回
目
と
な
っ
た
無
料
配
布

は
、
文
庫
本
・
絵
本
・
百
科
事
典
な
ど

約
五
〇
〇
〇
冊
で
、
事
前
に
図
書
委
員

が
中
心
に
一
冊
ず
つ
ふ
き
掃
除
を
済
ま

せ
、
市
民
が
選
び
や
す
い
よ
う
に
分
類
・

整
理
し
提
供
し
た
も
の
で
す
。

両
日
は
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ
熱
心

に
本
を
探
す
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
協
力
金
箱

(

金
額
は
任
意)

が
設
け
ら
れ
、
集
ま
っ
た

お
金
は
、
市
の
福
祉
施
設
な
ど
へ
寄
付

さ
れ
る
予
定
で
す
。

平成12年２月15日

��展��案内

�月�日�～
�月��日� ３

月
３
日
は
、
桃
の
節
句
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長

を
願
っ
て
、
ひ
な
祭
り
を
さ
れ
る
ご
家
庭
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
ひ
な
祭
り
に
飾
る
お
ひ
な
さ
ま
を
い
ろ
い
ろ
と
集

め
て
み
ま
し
た
。

昔
か
ら
こ
の
地
方
に

伝
わ
る｢

土
び
な｣

、
そ

し
て｢
豆
び
な｣

｢

紙
び

な｣
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
！
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▲１／30 土岐町市原公民館開館１周年記念
半原操り人形浄瑠璃観劇会

▲１／30 釜戸子ども会連合会 ｢節分の会｣ (天猷寺)

● 年 金 相 談 (夜間)

◎ ｢東濃カブキまつり2000｣

◎ ｢食と器の祭典2000｣

第５回市民公開講座
科学実験体験教室
『シャボン玉と七宝焼』

◎ウエルカム21ぎふ関連イベント

●華陽フロンティア高校
通信制課程生徒募集

◆日時＝２月23日�～25日� 18時～20時
◆場所＝市役所１階保険年金課
◆相談者＝多治見社会保険事務所の専門職員
国民年金制度は､ 誰にでも訪れる老後を安
心して過ごせるように､ また思いがけない事
故や病気の時にも生活が保障されるように､
国民全員が加入して長い人生を互いに支えあ
っていく制度です｡
気軽に相談にお出かけください｡

◆問い合わせ＝保険年金課�内線���・���

◆テーマ＝カタチに潜む謎をテーマにシャボン
玉の実験や七宝焼を作成します
◆日時＝３月12日� 12時40分～16時
◆対象＝一般 (小学校高学年以上)
◆定員＝48人 ◆参加費＝ 200円
◆会場＝サイエンスワールド
◎往復葉書で３月６日� (必着) までに申込む
詳しくはサイエンスワールド���-����へ
〒509-6133 瑞浪市明世町戸狩54

◆入学資格＝中学校卒業またはそれと同等の資
格をもつ方 (書類選考の上入学を許可します)
◆学費＝年額２万円程度
◆出願期間＝３月６日�～31日�
◆問い合わせ＝県立華陽高等学校����-���-����
http:��www.gdpec.smile.pref.gifu.jp�～kayo-tu�

・東美濃ふれあい座 (平成の芝居小屋で東濃
の地歌舞伎初の揃い踏み公演､ 鑑賞講座)
・日本の歌舞伎展 (大歌舞伎衣装展他)

・食と器のであい広場 (美濃陶の美展､ 用の
器展､ テーマ茶席・酒席)

・食と器の交遊広場 (見て､ 食べて､ 買って､
楽しむ空間､ イベントステージ)

◆期日＝５月26日�～28日�
◆会場＝東美濃ふれあいセンター (中津川市)
東濃西部のオリベに代表される ｢陶磁器文化｣
と､ 東濃東部の芸能文化 ｢カブキ｣ と中山道
｢道の文化｣ の融合による､ 食と器と芸能三昧
の３日間をみなさんに提供します｡

◆永保寺文化財公開
(多治見市 永保寺 ３月15日�)

◆福岡町地歌舞伎定期公演
(福岡町 常磐座 ３月26日�)

◆土びな祭
(明智町文化センター３月26日�～４月３日�)

◆日本大正村クロスカントリー
(明智小学校 ３月26日�)

◆みずなみ陶器まつり
(ＪＲ瑞浪駅前周辺 ４月１日�・２日�)

◆美濃民芸陶器の里まつり
(多治見市共栄公園 ４月１日�・２日�)

◆美濃陶芸協会展
(多治見市産業文化センター４月５日�～９日�)

◆半原操り人形浄瑠璃奉納
(瑞浪市日吉町半原日吉神社 ４月16日�)

平成12年２月15日
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保保保健健健セセセンンンタタターーーだだだよよよりりり ���－����

人口10万人あたりの死亡率の推移

S63 H3 H6 H9

～～ ～～

(人)

がん検診(胃がん･大腸がん･肺がん) 輸血による
ＨＩＶ感染の抗体検査期 日 時 間 料 金

２月28日� ８時30分～11時 各500円

健 康 相 談

相 談 名 時 間 内 容

乳幼児相談
９時30分
～11時

身体測定と育児相談
＊母子健康手帳を持参
してください 母子健康手帳の交付

栄 養 相 談
９時
～15時

栄養士の個別相談
＊電話予約が必要

医師による
健 康 相 談

14時
～15時

医師の個別相談､
血圧測定､ 検尿

乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健���� 料金＝無料〉

健診・相談名 実 施 日 受付時間 対 象 者 持 � 物

� 歳 児 健 康 診 査 �月25日� 12時30分開始 平成�年�月生まれ
早朝尿 (50㏄位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 診 査
お よ び 離 乳 食 教 室 �月�日� �時30分

～�時45分 平成 11年�月生まれ 母子健康手帳

中期・後期離乳食相談 �月�日� 13時30分
～15時

生後�カ月以降の乳児
※電話予約が必要 母子健康手帳

�歳児歯みがき教室 �月�日�
�時～11時

平成 10年�月生まれ 母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ� 歳 � カ 月 児

歯 み が き 教 室 �月�日� 平成�年�月生まれ

�歳臼歯ムシ歯予防教室 �月29日� 14時30分 平成�年�月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

◆場 所＝保健センター
◆対 象 者＝40歳以上の希望者 (定員40名)
◆申し込み＝２月25日�までに電話などで保健

センターへ

日本人の死因の第一位は 『がん』 です｡ がんに
よる死亡者は年々増加しています｡ 早期発見の
ため､ 年に一度は検診を受けましょう｡

◆期日＝３月１日� ◆場所＝保健センター

輸血が原因の可能性の高いＨＩＶ (エイズの
原因となるヒト免疫不全ウイルス) 感染症が報
告されました｡ そこで､ 過去に輸血を受けたこ
とのある方の不安解消と､ ＨＩＶ感染症の早期発
見と治療のため､ 保健所にて抗体検査を行います｡
◆対 象＝平成11年７月31日以前に輸血を受け

た方で､ 抗体検査を希望する方
◆検査日＝３月１日�・15日�
◆料 金＝無料
※検査は予約制です｡
※検査結果は直接本人に通知されます｡
◆申し込み・問い合わせ 多治見保健所
保健予防課 ���－���� 内線���

－増え続けるＨＩＶ感染者－
日本で報告されているＨＩＶ感染者は約4,600

人､ エイズ患者は約20,000人です｡
しかし､ 実際には自分では気づいていない感

染者はかなり多いと考えられます｡
献血された血液での感染者は1987年から1998
年の11年間で約７倍に増えており､ 感染を知ら
ずに献血している人も多いといえるでしょう｡

２月23日､ ３月１日・８日・15日・22日
９時30分に保健センターにお集まり下さい｡
＊印鑑をご持参ください｡
＊初妊婦の方は交付後30分程度のお話があり
ます｡
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３月１日
～

可
燃
ご
み
の
出
し
方

“不燃ごみ収集車”が火災!!
卓上用ガスボンベが原因

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月ののののののののののののののののののののののの不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収収集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

収集日
収 集 地 区

不 燃 ご み 資 源 ご み

�日� 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町 陶町 (猿爪)

�日� 本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

陶町 (水上､ 大川)

�日� 宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

桜堂､ 名滝､ 名滝団地､
下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手

�日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原
日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

�日� 一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘 日吉町 (上記以外の地区)

�日� 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､
東・中・西大島)､ 大湫町

山田町､ 明賀台

�日� 釜戸町 (上記以外の地区)

10日� 栄町､ 元町

13日� 稲津町 (小里)
一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

14日� 稲津町 (萩原) 松�瀬町､ 薬師町､ 明世町
15日� 桜堂､ 名滝､ 名滝団地､

下沢､ 奥名､ 庄�洞､
仲�平､ 大草､ 大久手 釜戸町 (宿､ 竜吟団地､

東・中・西大島)､ 大湫町 資源ごみ分別注意
16日� 釜戸町 (上記以外の地区) ミツカン酢のビンが４月から変わります｡

新しい透明ビンは､ 無色透明のコンテナへ､
従来の青いビンは､ 今までどおりリター
ナブルビンのコンテナに入れてください｡

17日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地

19日� 不燃物休日持込日( 一般家庭の不燃ごみ･地域清掃不燃ごみ)

21日� 小田町､ 西小田町､ 和合町､
大法原団地

子どもの命を守ろう
チャイルドシート無料貸出し

22日� 一日市場､ 木暮､ 水の木､
朝日町､ 清水

稲津町 (小里)

23日� 日吉町(本郷､ 白倉､ 宿洞､
宿､ 南垣外､ 半原､ 常柄)

稲津町 (萩原)

24日� 日吉町 (上記以外の地区)
本町､ 浪花､ 中組､ 竜門､
益見､ 上平町､ 学園台

27日� 栄町､ 元町
宮前町､ 高月町､ 下沖町､
須野志町

28日� 陶町 (猿爪)

29日� 陶町 (水上､ 大川)
一色町､ 樽上町､ 公園､
上野町､ ひばり�丘

30日� 山田町､ 明賀台

31日� 鶴城､ 鶴城団地､ 市原

◎資源集団回収の予定 ３月５日 (陶小学校)
※詳細については､ 学校にお問い合わせください｡

・生ごみは､ よく水切りしてから
・食用油は､紙や布にしみ込ませるか､凝固剤で固めてから
・竹串など先のとがったものは､ 折って紙にくるんでから
・市の指定袋に入れ､ 指定日の朝８時30分までに出しま
しょう｡

ごみの減量化にご協力ください

平成11年の所得申告は
�月��日～�月��日

１月26日､ 陶町でごみ収集作業中に火災が発
生､ 消防車が出動しました｡
スプレー缶や､ カセットボンベなどは､ 必ず
使いきって､ ガスが無い状態にして出してくだ
さい｡

４月から､ チャイルドシートの着用が義務づ
けられます｡ 瑞浪市では､ ３月１日から､ 陶・
稲津・みどり・桔梗・竜吟・日吉・一色の各保
育園でチャイルドシートを貸し出します｡
◎対象者・方法
瑞浪市在住かつ瑞浪市民交通傷害保険に加
入している方で､ 満６歳までの児童を養育し
ている方を対象に､ １世帯につき１台を先着
順に無料で貸し出します｡
◎貸出期間＝１週間以内
◎申込方法・場所
印鑑・瑞浪市民交通傷害保険加入の控・運

転免許証を持参して最寄りの保育園へ申し込む｡
※チャイルドシートは数に限りが有ります｡


